
 

1 

 

一般社団法人 技術同友会 

 

第１０回女性技術者育成功労賞募集 
 

 

（一社）技術同友会は、ダイバーシティー推進活動を積極的に進め、産業界への女性技術者登用・任用推

進の支援活動を継続的に行っています。その一環として、女性技術者(女性研究者含む)育成に顕著な成果を

あげられた方々の功績をたたえるために、2014年 2月に「女性技術者育成功労賞」表彰を創設しました。こ

れまで年1回、計9回実施して62名を表彰し、高い評価をいただいています。 

今般、第10回目の募集を機に、本表彰制度の理念に照らして、より多くの方々に応募していただくために

募集案内を分かり易く、個人表彰を類型化するとともに、日本全体に女性技術者の活躍を拡げるために企業

や大学等の組織も表彰いたします。本表彰が女性技術者活躍推進の一助となり、日本のイノベーションがよ

り一層加速することを期待しています。 

なお、表彰式は2024年8月に開催する予定です。 

協賛予定：NPO法人 J-Win 

後援予定：内閣府男女共同参画局、経済産業省、厚生労働省、国土交通省、文部科学省 

 

多くの皆様の応募をお待ちしております。 

 

募集要項は下記の通りです。 

 

 

募 集 要 項 
 

1. 表彰対象 

【個人表彰】 

女性技術者の育成に関して、以下のいずれかに該当する貢献をされた個人を男女問わず表彰します。 

① 女性技術者のロールモデルとして活躍し、多くの女性技術者に影響を与えた人 

  ・・・仕事や行動、キャリアパスのお手本など 

② 女性技術者が活躍できるような職場環境整備に貢献された人 

  ・・・女性が働きやすい環境、仕組み、ルールづくりなど 

③ 社内教育やダイバーシティー推進等によって女性技術者の人材育成支援に貢献された人 

・・・トップマネジメントとしての経営、人事等制度づくり運営など 

④ 技術系女子学生の次世代キャリア支援に貢献された人 

  ・・・女子学生への技術教育、卒業後の進路指導などの教育支援など 

⑤ 初等中等教育支援によって女性技術者の母数拡大に貢献された人 

  ・・・小中高生へのSTEAM教育など 

【組織表彰】 

働き方、職場環境整備等により女性技術者の育成に取り組み成果を挙げた組織を表彰します。 

 ・・・企業、団体、教育機関など 
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2. 選考基準 

以下の点を重視して選考します。 

・女性技術者の育成に関わる活動の具体的な実績 

  ・・・女性技術者数増、リーダーや女性管理職等上位職種者数増など 

・女性技術者の育成を達成するにあたっての困難度 

  ・・・活動の難しさ、新たな取り組み創造など 

・企業/組織の文化、経営意識を変革し、女性技術者活躍の基盤を確立 

・・・人材育成改革、組織改革、企業文化の変革など 

・応募者の活動が女性技術者の育成に繋がるような組織内外への波及効果 

  ・・・業界活動、学会活動、講演活動など 

・女性技術者の育成に関係する活動で特別に考慮すること 

  ・・・教育・研修支援、ボランティア活動、各種表彰、著作など 

3. 賞品 

  表彰状とクリスタルトロフィー（名入れ） 

4. スケジュール 

応募受付：2024年3月11日から6月28日 

審査期間：2024年7月 

結果発表：2024年7月末 

（個別にメールでご連絡して、当会のホームページで発表） 

表 彰 日：2024年8月8日（予定） 

5. 応募方法 

  女性技術者育成功労賞の応募用紙に必要事項を記載して、Word形式で提出して下さい。 

なお、提出書類等は返却できませんので、ご了解 

ください。 

  応募用紙および記載要領は下記のURLから申請フォーマット（word）をダウンロードして必要事項を 

記入し、メールに添付して提出してください。 

https://www.jates.or.jp/dcms_media/other/ouboyousiki.docx 

 

6. 表彰式等 

受賞された方には、表彰式を下記の日時で開催する予定です。 

日時：2024年8月8日（木）12:00～14:00 

会場：於如水会館 2F オリオンルーム 

 

7. 応募用紙提出先・問合せ先 

以下のメールアドレスまで、メールにてお願いいたします。 

jtech@jates.or.jp 

  

https://www.jates.or.jp/dcms_media/other/ouboyousiki.docx
mailto:jtech@jates.or.jp
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================================================================================================ 

■過去の受賞者（役職等は受賞当時）   （敬称略 所属・職位は受賞時） 

 

第１回（2014年度）受賞者  

水本伸子：㈱IHI ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 業務統括室 執行役員  

 宮崎勲 ：㈱大林組 東京本店建築事業部生産設計部 部長  

 唐木幸子：ｵﾘﾝﾊ゚ ｽ㈱ 研究開発ｾﾝﾀー  研究開発統括室理事･研究統括   

 

第２回（2015年度）受賞者  

西川清二：ﾄ゙ ｺﾓ･ｼｽﾃﾑｽ゙ ㈱ 代表取締役社長 

  利穂吉彦：鹿島建設㈱ 土木管理本部 執行役員 土木管理本部副本部長 

 枌野勝也 :大成建設㈱ 千葉支店 統括所長 

 

第３回（2016年度）受賞者  

青木秀子：花王㈱ 常務執行役員 品質保証本部長 

 青山剛士：㈱堀場製作所 開発本部 

第2製品開発ｾﾝﾀー 長                     

 富永由加里：㈱日立ｿﾘｭー ｼｮﾝｽ゙ 常務執行役員 

 宮根佐永子：㈱KMﾕﾅｲﾃｯﾄ゙ 執行役員 人財育成事業担当 

 澤田拓子  ：塩野義製薬㈱ 取締役専務執行役員  

経営戦略本部長 

 

第４回（2017年度）受賞者  

 海野展靖 ：清水建設㈱ 土木総本部  

土木企画室 企画部長 

 太田百合子：㈱野村総合研究所  

ﾀ゙ ｲﾊ゙ ｼーﾃｲー 推進ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾏﾈｼ゙ ｬー  

 小林元   ：ﾋｭー ﾘｯｸ㈱ 取締役専務執行役員  

総合企画部 部長 

 渋谷光一 ：積水ﾊｳｽ㈱ 積和建設ﾊｳｼ゙ ﾝｸ゙ 事業部部長 

土田和人 ：大和ﾊｳｽ工業㈱代表取締役 専務執行役員 

 

第５回（2018年度）受賞者  

鹿志村香 ：日立ｱﾌ゚ ﾗｲｱﾝｽ㈱ 取締役 事業戦略統括本部 

      統括本部長 

 品部和宏 ：㈱ｸﾎ゙ ﾀ 執行役員 環境事業部副事業部長 

 柴田裕見子：明星電気㈱ 生産本部 生産本部長 

 鈴木孝子   :東日本旅客鉄道㈱ 総合企画本部  

品川･大規模開発部 次長 

長曽我部紀理子：㈱ﾘｺー  ﾃ゙ ｼ゙ ﾀﾙﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽ事業本部 

         ﾜー ｸﾌﾛー ｿﾘｭー ｼｮﾝｾﾝﾀー  ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ ﾘー ﾀ゙  ー

濱崎理佳  ：日本電気㈱ 放送･ﾒﾃ゙ ｲｱ事業部長代理 

前上亮子  ：曙ﾌ゙ ﾚー ｷ工業㈱ 管理部門 人事ｸ゙ ﾙー ﾌ゚  ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 長 
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第６回（2019年度）受賞者  

大瀧士郎 ：㈱横河ﾌ゙ ﾘｯｼ゙ 設計本部 東京設計第一部  

設計情報課長 

小川理子  ：ﾊ゚ ﾅｿﾆｯｸ㈱ 執行役員 ｱﾌ゚ ﾗｲｱﾝｽ社 副社長  

技術担当 

小菅美佳  ：東京電力ｴﾅｼ゙ ﾊー゚ ﾄーﾅー ㈱ 販売本部北関東本部 

本部長 

高木祥子  ：古河電気工業㈱ 研究開発本部 企画部  

ｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝ創出部第2課 課長 

千木良美由紀：㈱日立建設設計 経営管理本部 専門課長 日立技術士会ﾁー ﾑ･技魔女001号 

冨永敏絵  ：㈱第一ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ設計部 河川砂防課 課長補佐   

吉岡正泰  ：ﾊ゚ ｼﾌｨｯｸｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ㈱ 交通基盤事業本部 情報ｼｽﾃﾑ部 部長 

 

第７回（2021年度）受賞者  

蔵田真吾 ：ｱﾙﾌ゚ ｽｱﾙﾊ゚ ｲﾝ㈱ 技術企画室（いわき分室）室長 

太田尚樹 ：ｳｼｵ電機㈱ 事業統括本部ｼｽﾃﾑｿﾘｭー ｼｮﾝ事業部光ﾌ゚ ﾛｾｽBU 

      設計技術第一部部長 兼 ﾀ゙ ｲﾊ゙ ｼーﾃｲー ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄ 

上田智子 ：西日本電信電話㈱ 長崎支店 事業推進室長 

坂井英子 ：㈱協和ｴｸｼｵ 甲信支店長 

（応募時：人事部ﾀ゙ ｲﾊ゙ ｼーﾃｲー 推進室長） 

小林千佳 ：新宿南ｴﾈﾙｷ゙ ｻーー ﾋ゙ ｽ㈱ 代表取締役社長 

宮間三奈子：大日本印刷㈱ 取締役 

竹中繁雄 ：㈱中電工 業務本部 副本部長  

兼 人材開発部長 

武田志津 ： ㈱日立製作所 専門理事 兼 研究開発ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 技師長 兼 基礎研究ｾﾝﾀー 日立神戸ﾗﾎ゙ 長 

福田由美子、杉田 洋 、角川 幸治 、川上 善嗣 ：広島工業大学 女子学生ｷｬﾘｱﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝｾﾝﾀー  元ｾﾝﾀー 長 

大城智咲美 ：ﾏｲｸﾛﾝﾒﾓﾘｼ゙ ｬﾊ゚ ﾝ合同会社 ｸ゙ ﾛー ﾊ゙ ﾙEHS構内工事 ﾏﾈｼ゙ ｬー  

 

第８回（2022年度）受賞者  

飯泉紀子 :㈱日立ﾊｲﾃｸ 理事 CSR本部長 

犬嶋ユカリ:㈱井上技研 専務取締役 

上地千登勢 :金秀建設㈱ 代表取締役社長 

大西陽子 :㈱大林組 土木本部 営業企画第一部 部長 

大藪千穂 :国立大学法人東海国立大学機構  

岐阜大学 副学長 

坂井奈穂子:日本電設工業㈱ 鉄道統括本部 交通事業営業部 部長 

庄司るり:国立大学法人東京海洋大学 理事・副学長 船舶・海洋ｵﾍ゚ ﾚー ｼｮﾝｾﾝﾀー 長 

正力裕子:NEC ﾌ゚ ﾗｯﾄﾌｫー ﾑｽ゙ ㈱ 執行役員 

須田久美子:鹿島建設㈱ 土木管理本部 土木企画部 人事・教育ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 専任部長 

張璐   :NPO Girls in Tech Japan Operations Manager 

月折郷子:㈱日立ｿﾘｭー ｼｮﾝｽ゙ 執行役員 IT ﾌ゚ ﾗｯﾄﾌｫー ﾑ事業部 事業部長 

中谷ヤス子:㈱ｶﾜﾄT.P.C. 樹脂加工部 執行役員 ﾘー ﾀ゙  ー

藤田美穂 :㈱ｼ゙ ｬﾊ゚ ﾝ･ﾃｯｼｭ･ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ 製造部 部長 
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第9回（2023年度）受賞者  

岩井喜照：㈱ﾐﾗｲﾄ･ﾜﾝ 執行役員 総務人事本部 

人材育成部（大阪担当） 担当部長  

河﨑敦子：㈱竹中工務店  公益財団法人  

竹中大工道具館（出向）館長 

田中純子：広島大学 理事・副学長大学院医系科学研究科 

疫学・疾病制御学 特任教授 

行木陽子：中央大学 商学部 特任教授／足利銀行 社外取締役 

野本由美子：鉄建建設㈱ 管理本部 ﾀ゙ ｲﾊ゙ ｼーﾃｲー 推進部 担当部長 

松原公実：三菱電機㈱ 開発本部 開発業務部 部長 
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（参考）     技術同友会のﾀ゙ ｲﾊ゙ ｼーﾃｲ推進活動の取り組み 

 

              提言とシンポジウム 

 

 

               
                          
                          

                               

       
                             
            

          
                       
       

                             
            

         

                             

       
                            
            

         

                             

       
                 
            

          
                         
       

                               
            

               

                              

                             
日本の社会と経済の 全な発展のためには女性の ンパ ーメントが  の課 であるが、その取組は 常に

 れている。この状 を改善するには、 府のポジティ アクションの ールを確実に実 することが重要であ
る。産業界においてはとりわ 女性技術者が なく、その 的拡大と ンパ ーメントのためにクオータ制など
の 力なポジティ アクションが必要である。

                     
女性技術者に関する ンパ ーメント推進にあたっては、定 的な情報が 足しており、進 状 の  が困

難である。ポジティ アクションを加速するには、企業が女性技術者に関する定常的なデータ 集を実 し、そ
の 視化として え  価証 報 書等での公開を義務  る きである。

              
日本では理工系に進学する女子学生が なく、多くの産業分野で女性技術者の 用が れている。これを改善

するには、女性が理工系に進学しやすい教育環境作り、および、女性技術者のロールモデルの提 や大学などの
高等教育にお る女子学生 の設定や女子大学の  を通 て理工系学部を 化する、 には 学金制度など多
 的な支援が必要である。

                        
産業界にお る女性技術者の ンパ ーメント推進には、企業トップと組織管理職の い理解とリーダーシッ

プの 化が 要であり、そのための継続的な 発活動として 秀企業の表彰などの 進施 を講 る必要がある。
 に、女性技術者の ンパ ーメントに関する企業の達成度を る仕組み作りが必要である。


